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研究方法   
  北海道内の 2都市（札幌、苫小牧）の小児科診療所外来において、ロタウイルス迅速






                                        
                                          
                                        
研究成績及び考察 
札幌では 272例中 258例、苫小牧では 132例中 126例で GPI遺伝子型を決定すること
ができた。札幌では、2010-2015年は G1P[8]が優位であり全体の 40-95%を占めた。2012
年に DS-1-like G1P[8]が初めて検出され（1/55 G1P[8]の 1.8%）、その後増加がみられた
が、2016年には G1P[8]は検出されなかった。G2P[4]、G9P[8]は 3年ごとに増加がみられ
た。苫小牧では、2014 年 G8P[8]の流行がみられ、2015 年は札幌同様 G1P[8]が優位であ
った。2016年は equine-like G3P[8]の流行がみられ、G1P[8]は検出されなかった。 
このように、近接した 2都市間でも、GPI遺伝子型分布の傾向が同一ではないことが分









れた株も含め、2012年以降に日本で分離された DS-1-like G1P[8]の VP7、VP4由来は、
タイのヒト由来株であることが示唆された。 
VP7(G9P[8])は、2014年を境にブランチの移動がみられ、世界的な傾向とも一致してい
た。VP7(G3P[8])は、札幌で 2010-2013 年に分離された株は、いずれも G3P[8]I1 で、通
常のヒト由来株と同じブランチに属した。札幌、苫小牧で 2016 年に分離された株はいず
れも G3P[8]I2で、2013年以降に世界中で報告されている equine-like G3P[8]と同じブラ
ンチに属し、99%以上と極めて高い相同性を示した。                                          




のようなリアソータント株が検出されていることから、VP6の解析も重要となってくる。                                     
                                          
（注）１ 学位論文の内容の要旨は、研究目的・研究方法・研究成績・考察・結論等とし、 
    簡潔に要約すること。 
   ２ 報告番号は記入しないこと。 
   ３ ２頁目からも外枠だけは必ず付けること。 
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Molecular and clinical characteristics of human group A rotavirus detected in two 
sentinel paediatric clinics in two neighbouring Japanese cities during successive 
epidemic seasons, Sapporo (2010–2016) and Tomakomai (2014–2016)  
（近接した日本の 2都市である札幌、苫小牧の小児科診療所で検出された A群
ヒトロタウイルスの臨床的、分子生物学的特徴について） 
結果の要旨 
 
ロタウイルスは乳幼児下痢症の主要な病原体である。本研究は、北海道内 2 都市の小児科
定点診療所で検出されたヒト A 群ロタウイルスの臨床的・分子生物学的特徴を検討したも
のであり、遺伝子型分布の経年的変化や、都市間での差異について明らかにした。今後の
ワクチン戦略を考える上からも価値ある研究と考えられ、博士論文に相応しいとの審査委
員一同の意見を得た。 
 
 
 
 
 
 
